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2. アロマターゼ活性の測定。基質として， [1β- 3 HJ androstenedione を用い aroma tiza tion に
より estrone と同時に生成する 3H20 の測定を行う Thompson and Siiteri の方法の， Ackerman らに
よる変法を用いた。標準的なアロマターゼ測定系として，試料のミクロソーム分画(蛋白 0.5rng) に，
基質の androstenedione と NADPH generating system を加え，総量を1.25 rnl として， 37 0C30分間，
空気中でインキュベートした。反応停止後，基質ステロイドを抽出除去し，水相のみを分離し，水に
含まれる放射活性を測定した。ミクロソームを加えずに同様の測定を行ったものを blank とし，その
値を各試料の測定値より差しヲ|いで活性とした。また， [1 , 2 , 6 , 7 -3 HJ androstenedione を基
質に用い，薄層クロマトグラフィーにて生成物を分離同定した。
3. アロマターゼ活性の阻害実験。無酸素条件， NADPH非添加，一酸化炭素添加のほか， KCN , 




の蛋白濃度を1.0rng/1. 25ml まで増大せしめても活性の上昇はリニアリティを示した。 Kinetics study 
により，癌部のミクロソームで Km 460nM , Vmax 160fmol/30min/ rng protein，非癌部のミクロ
ソームで Km 800nM , Vmax 330fmol/30min/ rng protein，の値を得た。[ 1 , 2 , 6 , 7 -3 HJ 
androstenedione を基質に用いて，生成物を分離同定した結果3H20 の生成と同時に， estrone の生成
されていることを確認し得た。
2. アロマターゼ活性は，無酸素条件下では認められず， NADPH非添加ではコントロール活性の29
%まで減少した。また，一酸化炭素による抑制は受けなかった。 KCN 5 mM , Aminoglutethimide 




の 3 例の組織分化度は，いずれも Edmondson II 型であった。




ターゼは，一酸化炭素にで活性阻害を受けず，また Aminoglutethimide や Ketoconazole により抑制
を受けることより，性腺のアロマターゼ P450 と同様の性質を有することを明らかにした。








活性は，より分化度の高い Edmondson II 型の方が，同E型よりも有意に高く，組織分化度と関連する
ことを示した。
本研究の結果は，肝細胞癌と性ホルモンとの関連性を解明していく上で，重要な知見を与えるもので
あり，学位に値すると評価される O
